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1．会員状況（令和 6年 3月 31日現在総数） 

 （1）会員数       13,087名 

    ・正会員                12,810名 

    ・賛助会員                   277名 

 

 （2）皮膚科専門医数               7,395名 

    ・新規資格認定者                267名 

    ・資格更新認定者             1,350名（学会：50名 機構：1,300名） 

    ・資格喪失及び資格喪失予定者         102名 

 

（3）皮膚悪性腫瘍指導専門医              93名 

・新規資格認定者                   2名 

・資格更新認定者                 12名 

・資格喪失及び資格喪失予定者           2名 

  

（4）美容皮膚科・レーザー指導専門医        57名 

・新規資格認定者                 5名 

・資格更新認定者               10名 

・資格喪失及び資格喪失予定者       0名 

 

2．学術大会、講習会、その他の研究集会の開催 

 （1）総会、学術大会 

  ・第 122回日本皮膚科学会総会 

    会頭：佐藤 伸一（東京大学） 

    会期：令和 5年 6月 1日（木）～6月 4日（日） 

   場所：パシフィコ横浜（神奈川県・横浜市） 

 

・第 87回日本皮膚科学会東部支部学術大会 

会長：天野 博雄（岩手医科大学） 

    会期：令和 5年 9月 30日（土）～10月 1日（日） 

    場所：盛岡市民文化ホール(マリオス)・いわて県民情報交流センター(アイーナ) 

（岩手県・盛岡市） 

 

・第 87回日本皮膚科学会東京支部学術大会 

会長：佐藤 貴浩（防衛医科大学校） 

    会期：令和 5年 11月 18日（土）～19日（日） 

    場所：京王プラザホテル（東京都・新宿区） 

 

 



  ・第 74回日本皮膚科学会中部支部学術大会 

    会長：森脇 真一（大阪医科薬科大学） 

    会期：令和 5年 10月 28日（土）～29日（日）  

    場所：国立京都国際会館（京都府・京都市） 

 

・第 75回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

  会長：高橋 健造（琉球大学） 

会期：令和 5年 9月 16日（土）～17日（日） 

    場所：沖縄コンベンションセンター（沖縄県・宜野湾市） 

 

・上記のとおり日本皮膚科学会総会及び支部学術大会の運営を本部にて実施し、総会の講演に

ついては E-learningを実施 

 

（2）講習会 

・必須（総会） 

    日時：令和 5年 6月 4日（日）9：20～13：20 

Ｗｅｂ開催 

 

・必須（夏） 

日時：令和 5年 8月 26日（土）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・必須（冬） 

日時：令和 6年 1月 14日（日）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・選択（夏） 

日時：令和 5年 8月 27日（日）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・選択（冬） 

日時：令和 6年 1月 13日（土）9：30～13：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・東部支部企画 

日時：令和 5年 10月 1日（日）15：30～17：30 

Ｗｅｂ開催 

 

 

 



・東京支部企画 

  日時：令和 5年 11月 19日（日）14：20～16：20 

Ｗｅｂ開催 

 

・中部支部企画 

日時：令和 5年 10月 29日（日）15：30～17：30 

Ｗｅｂ開催 

 

・西部支部企画 

日時：令和 5年 9月 17日（日）15：30～17：30 

場所：沖縄コンベンションセンター（沖縄県・宜野湾市） 

 

（3）研修会 

  ・皮膚悪性腫瘍指導専門医研修会 

日時：令和 5年 8月 5日（土） 

場所：名古屋国際会議場（愛知県・名古屋市） 

 

・美容皮膚科・レーザー指導専門医研修会 

日時：令和 5年 8月 20日（日） 

場所：京王プラザホテル（東京都・新宿区） 

 

（4）Clinical Dermatology Leadership Seminar 2023 

日時：令和 5年 11月 11日（土）～12日（日） 

場所：グランフロント大阪（大阪府・大阪市） 

 

（5）第 8回皮膚科サマースクール 2023 

     日時：令和 5 年 7月 16日（日）～17日（月・祝）  

    場所：札幌ビューホテル大通公園（北海道・札幌市） 

 

（6）スペシャリティーナース講習会   

    E-learningにて実施 

 

3．機関誌その他の刊行物の発行 

  ・日本皮膚科学会雑誌（第 133巻） 

     月刊邦文誌、臨時増刊（年 1回） 計 年 13回刊行 

  

・The Journal of Dermatology（Vol.50） 

     月刊英文誌  計 年 12回刊行 

 

  ・西日本皮膚科（西部支部）（Vol.85） 

     偶数月（隔月） 計 年 6回刊行 



  ・JDA Letter 

     季刊誌  計 年 4回刊行 

 

4．内外の関連する団体との連携 

（1）国内 

  ・「ひふの日」（11月 12日）を中心にした一般市民向けの啓発事業の展開 

   各都道府県において、講演会、健康相談、無料診断、広報活動等を実施 

・依頼があった皮膚科関連学会の総会等の大会運営支援を実施 

 

 （2）海外 

・1st International Societies for Investigative Dermatology Meeting(ISID2023）  

 会長：椛島 健治（京都大学） 

 日時：令和 5年 5月 10日（水）～13日（土） 

 場所：京王プラザホテル（東京都・新宿区） 

 

・25th World Congress of Dermatology(WCD2023)  

日時：令和 5年 7月 3日（月）～8日（土） 

   場所：Suntec Singapore Convention & Exhibition Centre（シンガポール） 

 

5．皮膚科学に関する調査研究及び治療ガイドライン等の作成 

・医薬品等による副作用の症例の収集及び医薬品等のより良い使用方法の周知 

 

・AI及び遠隔診療の各委員会による検討 

 

・ICT医療等の研究の検討 

 

・各種ガイドライン及びマニュアル等の新規作成・改訂作業の実施 

 

6．専門医の認定及び皮膚科医研修施設の指定 

（1）専門医認定 

①認定試験の実施 

・第 31回皮膚科専門医認定試験 

日時：令和 5年 12月 3日（日） 

場所：東京国際フォーラム（東京都・千代田区） 

 

・第 17回皮膚悪性腫瘍指導専門医認定試験 

日時：令和 6年 1月 21日（日） 

場所：東京国際フォーラム（東京都・千代田区） 

 

・第 17回美容皮膚科・レーザー指導専門医認定試験 

日時：令和 6年 1月 21日（日） 

場所：東京国際フォーラム（東京都・千代田区） 



 

②関連事業 

・機構専門医制度における各種対応 

 

（2）研修施設 

 ・主研修施設及び研修施設の更新、取消等の実施 

 

7．皮膚科学に関する教育、研究の奨励及び業績の表彰  

・皮膚疾患ケア看護師制度の認定 

 

・留学支援制度の実施 

 

・皮膚科教育コンテンツの充実 

 

・研究者の養成を目的とした助成事業 

 

・日本皮膚科学会皆見省吾記念賞 

受賞者： 照井 仁／東北大学 

受賞論文：Staphylococcus aureus skin colonization promotes SLE-like autoimmune inflammation 

via neutrophil activation and the IL-23/IL-17 axis 

Science Immunology , 2022 Oct 28;7(76):eabm9811. Epub 2022 

     

・日本皮膚科学会・雑誌論文賞 

受賞者： 原田 朋佳／兵庫県立加古川医療センター 

受賞論文：獣肉アレルギー患者 10例の臨床的特徴および血清学的解析 

日本皮膚科学会雑誌 第 132巻第 10号 2339-2350,2022 

 

・The Journal of Dermatology Best Paper Prize（2022） 

受賞者： 木下 美咲（Misaki Kinoshita-Ise）／杏林大学 

受賞論文：Distinctive age distribution and hair loss pattern putatively highlighting  

uniqueness of Japanese cases of fibrosing alopecia in a pattern distribution 

The Journal of Dermatology, Volume49, Issue1,106-117,2022 

 

・Master of Dermatology 

受賞者： 森田 栄伸／株式会社メディカル工笑,島根大学名誉教授 

受賞テーマ：小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの主要アレルゲンω5-グリアジンの 

同定に基づく高精度診断法の開発と病態解明及び低アレルゲン小麦の開発

と実用化 

 

・日本皮膚科学会基礎医学研究費の授与 

受領者： 長谷川瑛人／新潟大学 

研究課題：重症薬疹の病態解明と新規バイオマーカーの開発 

 

 



受領者： 渡邉 美佳／北海道大学 

研究課題：皮膚創傷治癒を制御するエピジェネティクス因子の探索 

 

受領者： 加藤 雪彦／東京医科大学八王子医療センター 

研究課題：DOHaD 研究モデルを用いたアトピー性皮膚炎の超早期ライフステージからの機 

序解明 

 

受領者： 久住 藍／東京大学 

研究課題：全身性強皮症におけるリツキシマブに除去抵抗性の B細胞の単一細胞解析 

 

受領者： 小亀 敏明／京都大学 

研究課題：inducible Skin-associated lymphoid tissue (iSALT)における腸型 B細胞の

機能解析 

 

受領者： 吉岡 華子／大阪大学 

研究課題：神経線維腫症Ⅰ型における、臨床型別の腫瘍微小環境と T細胞の相互作用の 

検討 

 

・日本皮膚科学会炎症性皮膚疾患研究費の授与 

受領者： 中溝 聡／京都大学 

研究課題：サルコイドーシスの肉芽腫形成におけるエネルギー代謝経路の同定 

 

・日本皮膚科学会皮膚医学研究基金の授与 

受領者： 柳 輝希／北海道大学 

研究課題：異種移植モデルを用いた乳房外パジェット病に対する新規治療法開発 

 

受領者： 柴田 彩／東京大学 

研究課題：レジリエンスの破綻に起因する乾癬の慢性化・難治化の病態解明 

 

・日本皮膚科学会基礎研究助成の授与 

受領者： 浅野 善英／東北大学 

研究課題：皮膚免疫を基盤とした全身性強皮症における多臓器線維化メカニズムの解析 

 

受領者： 山上 淳／東京女子医科大学 

研究課題：単一細胞解析の情報と連携させた新しい天疱瘡の病勢評価法の開発 

 

受領者： 種村 篤／大阪大学 

研究課題：白斑真皮の抗酸化能獲得に関する研究 

 

 

8．皮膚科学に関する国際的な研究協力の推進 

・皮膚科関連国際会議出席 

 

・ILDS（国際皮膚科連盟）活動に対し資金援助及び協力 

 

 



9．皮膚科学に関する情報の公開 

・日本皮膚科学会ホームページの更新 

 

・皮膚科 Q&Aの改訂準備（英文ページの拡大含む） 

 

・皮膚科広報動画作成 

 

10．その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

・一斉メール配信システム導入に伴う E-mailアドレス登録促進 

 

・日本専門医機構との各種折衝（継続事業） 

 

・テレビ会議等及び e－learningの拡大、拡充 

以上  
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